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本プロジェクトでは、より豊かなコミュニケー
ションを可能にするためのチャットソフト開発
を行った。

機能１：打鍵時のタイピング圧とタイピング速度
　　　　の情報から自動的にフォントのサイズ及
　　　　び濃淡を変更する（手書きの味）
機能２：ノートPCのパームレストより自然な形で
　　　　ユーザの皮膚抵抗（緊張度）を測定し、
　　　　チャットの相手に温度として伝える
　　　　（ぬくもり）

これらの機能を、Google Talkのサービスと互換性
のあるクライアントソフト上で実現した。


